





































































































　九分教を掲げるのは、パーリではMN.Ⅰ. p.133 ; AN.Ⅱ. pp.103, 178 ; Ⅲ. pp.86, 87, 177, 361,
362 ; Mahāniddesa p.234 ; Puggala-paññatti p.43 ; Milindapañha p.344にあり、中国訳では、
『解脱道論』（大正. 32. p.445b）『大般涅槃経』（大正. 12. p.383c ; p.623b）、『法集経』（大正. 
17. p.612a）、『十住毘婆沙論』（大正. 26. p.69a）、『妙法蓮華経』（大正. 9 . p. 7 c）、『添品妙法
蓮華経』（大正. 9 . p.140c）など。それに“Saddharmapund
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1. “Mūlapariyāya sutta ”, MN15. “Anumāna sutta ”がある。



















































































































































dharmaparyāyam’ （藤田本. pp.90〜93; 足利本. p.15〜16）
「この〈不可思議な功徳の称讃、一切の仏たちの摂受〉と名づける法門を信受せよ」（藤田. 
2015. pp.183〜187）






























 śāriputra sukhāvatī lokadhātuh
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　‘evam eva śāriputra pūrvasyām
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隔文体。有似嚼飯与人、非徒失味、乃令嘔歳也。」（大正. 50. p.332b ; 55. p.101）と述懐している。
玄奘は五種不飜とした。
　ヨーロッパの学者も指摘する。L.ルヌー/J.フィリオザ共編・山本智教訳『インド学大事典』第
3 巻（金花舎. 1981）の（ 4 ）「中国語資料」（執筆はP. Demiéville）の記事の「法護」の項（2074）












　　 同　　「 聖求経の研究」『宮坂宥勝博士古稀記念論文集 インド学・密教学研究』1993. 法蔵館. 
pp.389-416．
　　 同　　「 現代語訳 パーリ受戒犍度第25-79章〔上〕」『同朋学園仏教文化研究所紀要』第14号. 
1992. 同朋学園仏教文化研究所. pp.55-75.
　　 同　　「 現代語訳 パーリ受戒犍度第25-79章〔下〕」『同朋大学仏教文化研究所紀要』第15号. 
1994. 同朋大学仏教文化研究所. pp. 1 -24.
　　 同　　「 現代語訳 サッチャカ大経」『名古屋教学』第 9 号. 1994. 真宗尾張同学会. pp.111-
139．
（ 4 ）　水野弘元「大乗仏教の成立と部派仏教との関係」『日本仏教学会年報』第18号. pp.83-108．
（ 5 ）　この他に、羅什訳『妙法蓮華経』（大正. 9 . p. 7 c）。羅什訳『十住毘婆沙論』（大正. 26. p.69b）、
仏陀跋陀羅訳『大方広仏華厳経』（大正. 9 . p.478a）、玄奘訳『大般若波羅蜜多経』（大正. 5 . p.15b）、
羅什訳『摩訶般若波羅蜜多経』（大正. 8 . p.220b）、菩提流志訳『大宝積経』（大正. 11. p.189c）
など。［前田. 1964. 付録「九分十二分教表」］に詳しい。
（ 6 ）　パリヤーヤ（pāli） pariyāya （skt） paryāya （pari-√i, go round）の語は、古いgāthāなどで
は教法を意味する言葉としては使われていない。Sn.581；588．単独で現れる時には「理由」「原
因」の意味で使用されることが多い。
　Buddhaghosaの註釈に 3 義あり、 2 ） desanā（instruction, presentation） 言説（言葉によって
仮に設定すること、区別すること）， 3 ） kāran
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　PTS’s “Pāli-English Dictionary”の 7 義 中 の 第 3 義、 3 ） discussion, instruction, method （of 









る。K. R. ノーマン（武田龍訳）「アショーカと仏教」『パーリ学仏教文化学』第10号. 1997. p. 5 ．
浄土経典の成立に近い時代の‘dhamma- ’の語の使用例である。
（ 7 ）　パリヤーヤを「経」「法」と訳す例─『雑阿含経』巻30. 851；852；854（大正. 2 . p.217abc）
『中阿含経181．多界経』（大正. 1 . 724b）『増一阿含経』34.6（大正. 2 . p.740a）『長阿含経17．
清浄経』（大正. 1 . p.76b）『長阿含経21．梵動経』（大正. 1 . p.94a）『中阿含経87．穢品経』（大正. 1 . 
p.569c）『中阿含経115．蜜丸喩経』（大正. 1 . p.604c）など
　パリヤーヤを「法門」と訳す例─『大集法門経』（大正. 1 . p.233b）など
（ 8 ）　“Sukhāvatīvyūha”（ 大 経 ）［ 藤 田 本 p.59］ で はpañca kas
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aを「 衣 裓 」 と 訳 す。 羅 什 は“Saddharmpund
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（16）　藤田2007. pp.147〜155. 菩提流志訳『仏名経』巻 6 ；巻11、疑経『現在十方千五百仏名並雑
仏同号』所出「阿弥陀讃一切諸仏所持之法経」の中に阿弥陀経の六方の諸仏名にほぼ相当する
説が見出される（同. p.149）。
























　「 十 方 」 ‘daśa diś ’と い う 世 界 観 は、“Sukhāvatīvyūha”（ 小 経 ） の 文 言 に は 現 れ な い が、
“Sukhāvatīvyūha”（大経）中には見出される。しかし、中国訳経典の「十方」の語は、‘daśa 
diś ’の訳とはかぎらず、文章の潤色であることが多い。康僧鎧訳『無量寿経』にも「十方」の
語は多く出るが、“Sukhāvatīvyūha”（大経）中で ‘daśa diś ’と対応する箇所は限られている［藤
田本pp. 3 ; 12; 26; 65］。







v adha ūrdhvam anuvidiks
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a, san4 ghaにおける会議─Sudhammā sabhāの場合─」“Sambhās
4
ā” 
















合句は、‘atha khalu bhagavān etam evārtham
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velāyām imā gāthā abhās
4
ata ’ （KN. p.30）（すると世尊はまさにこの意味を重ねて示しつつ、そ
の時この偈を唱えた）である。

